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近
世
前
期
の
誕
生
か
ら
、
貸
本
屋
は
教
養
と
娯
楽
の
た
め
の
書
籍
を
人
々
に

提
供
し
続
け
た
。
明
治
・
大
正
と
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
見
料
と
引
き
換
え
に

書
籍
を
貸
し
出
す
従
来
の
方
法
は
踏
襲
さ
れ
た
が
、
そ
の
営
業
形
態
や
蔵
書
内

容
は
時
代
と
と
も
に
、
緩
や
か
な
が
ら
も
確
実
に
変
容
し
て
い
っ
た
。

東
京
牛
込
の
貸
本
屋
池
田
屋
清
吉
は
、
書
籍
を
背
負
っ
て
町
々
を
練
り
歩
き
、

得
意
先
を
廻
る
旧
来
の
営
業
を
長
ら
く
続
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

明
治
一
〇
年
代
の
蔵
書
は
戯
作
や
実
録
が
大
半
で
、
近
世
の
面
影
を
未
だ
に
色

濃
く
残
し
て
い
る

(

１)

。
明
治
二
〇
年
ご
ろ
勃
興
し
た
所
謂｢

新
式
貸
本
屋｣
は
、

書
生
を
主
な
顧
客
と
す
る
居
付
き
の
貸
本
屋
で
あ
る
。
蔵
書
は
明
治
以
降
に
刊

行
さ
れ
た
書
籍
を
中
心
と
す
る
が
、
そ
れ
で
も
東
京
の
共
益
社
や
東
京
貸
本
社
、

大
阪
の
橋
本
貸
本
店
な
ど
は
、
近
世
の
版
本
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た

活
字
翻
刻
本
を
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
た

(

２)

。
明
治
三
〇
年
以
降
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
た
と
え
ば
、
北
海
道
札
幌
市
の
独
立
社

(

３)

や
栃
木
県
烏
山
町
の
越
雲
書
店

(

４)

、

石
川
県
金
沢
市
の
春
田
書
店

(

５)

な
ど
の
蔵
書
に
は
、
版
本
も
な
け
れ
ば
活
字
翻
刻

本
も
な
い
。
明
治
も
後
半
に
差
し
掛
か
る
こ
ろ
に
は
、
貸
本
屋
は
居
付
き
と
な

り
、
蔵
書
に
は
も
は
や
近
世
の
面
影
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る

の
は
、
貸
本
屋
の
新
し
い
姿
で
あ
っ
た
。

新
た
に
蔵
書
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
講
談
本
や
小
説
類
で
あ
る
。
特
に
前

者
は
近
世
期
の
読
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
と
同
様
、
貸
本
向
け
に
出
版
さ
れ
て

い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
書
籍
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貸
本
向
け
の
書

籍
を
出
版
・
蔵
版
し
、
そ
れ
ら
を
卸
す
問
屋
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
書
肆
を

貸
本
問
屋
と
い
う
。
貸
本
問
屋
は
近
世
期
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
江
戸

の
丁
子
屋
平
兵
衛
や
大
島
屋
伝
右
衛
門
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る

(

６)

。
彼
ら
は
明
治

に
な
っ
て
も
営
業
を
続
け
る
が
、
や
が
て
は
新
興
の
書
肆
に
そ
の
地
位
を
譲
る

こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
新
興
書
肆
の
な
か
で
も
、
出
版
点
数
や
活
動
面
で
抜

き
ん
出
て
い
た
の
は
、
聚
栄
堂
大
川
屋
錠
吉(

後
の
大
川
屋
書
店)

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
前
田
愛
氏

(

７)

や
柴
野
京
子
氏

(

８)

の
研
究
の
な
か
で
大
川
屋
は
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
新
た
に
貸
本
屋
の
蔵
書
の
中
心
と
な
っ
た
講
談
本
の
出
版
と
流
通
、
ひ
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い
て
は
そ
の
受
容
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
、
大
川
屋
の
実
態
解
明
は
急

務
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
営
業
の
基
盤
を
築
き
上
げ
た
初
代
大
川
屋

錠
吉
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
黎
明
期
の
動
向
か
ら
、
大
川
屋
が
貸
本
問

屋
と
し
て
躍
進
で
き
た
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

大
正
一
五
年(

一
九
二
六)
三
月
六
日
、
初
代
大
川
屋
錠
吉(

以
下
、
大
川

屋)

は
脳
溢
血
の
た
め
亡
く
な
っ
た
。
享
年
八
一
歳
。
同
月
一
〇
日
の『

読
売

新
聞』

一
七
五
九
九
号
に
は
、
次
の
よ
う
な
訃
報
が
掲
載
さ
れ
た
。

大
川
屋
主
人
逝
く

東
京
書
店
界
屈
指
の
老
舗
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
る
浅
草
区
三
好
町
大

川
屋
の
主
人
大
川
錠
吉
氏
は
去
六
日
脳
溢
血
で
逝
去
八
日
根
岸
西
蔵
寺
で

葬
儀
が
行
は
れ
た
享
年
八
十
一
歳
、
誠
に
天
寿
を
完
う
し
た
も
の
、
出
版

界
に
於
け
る
業
績
も
前
後
五
十
年
の
久
し
き
に
亘
り
其
間
東
京
地
本
彫
画

営
業
組
合
の
評
議
員
東
京
出

(

マ
マ)

籍
出
版
営
業
者
組
合
の
協
議
員
、
東
京
書
籍

商
組
合
の
評
議
員
等
に
重
任
し
斯
界
の
巨
頭
と
仰
が
れ
巨
万
の
資
産
を
興

し
た
弘
化
三
年
六
月
武
州
入
間
郡
横
沼
村
の
生
れ
で
十
二
歳
初
て
江
戸
に

出
た
時
に
は
書
林
浅
倉
屋
久
兵
衛
方
の
貸
本
小
僧
を
し
て
い
た
が
勤
続
十

年
独
立
し
て
深
川
に
小
さ
な
貸
本
屋
を
開
業
し
た
の
が
出
世
の
最
初
で
正

に
立
志
伝
中
の
人
物
で
あ
つ
た

こ
こ
に
記
さ
れ
る
華
々
し
い
経
歴
は『

東
京
書
籍
商
組
合
史
及
組
合
員
概

歴』 (

９)

か
ら
、｢

斯
界
の
巨
頭
と
仰
が
れ
巨
万
の
資
産
を
興
し
た｣

活
躍
ぶ
り
に

つ
い
て
は
橋
本
求
著『

日
本
出
版
販
売
史』 (

�)

や『

全
国
出
版
物
卸
商
業
協
同
組

合
三
十
年
の
歩
み』 (

�)

、
ま
た
誠
文
堂
新
光
社
の
小
川
菊
松

(

�)

や
大
東
館
の
藤
井
誠

治
郎

(

�)

、
甥
に
あ
た
る
集
文
堂
の
大
川
義
雄

(

�)

ら
書
籍
業
界
の
者
に
よ
る
回
想
な
ど

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『

東
京
書
籍
商
組
合
史
及
組
合
員
概
歴』

(

以
下
、『

概
歴』)

は
、
こ
の
訃

報
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
前
田
氏
や
柴
野
氏

(

�)

に
加
え
て
事
典
類

(

�)

も
参
照
し
て
い

る
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
。
ま
ず
は『

概
歴』

を
も
と
に
大
川
屋
の
経
歴
を
確

認
し
て
お
く
。

大
川
屋

大
川
錠
吉
初
代(

弘
化
三
年
六
月
九
日
生)

東
京
市
浅
草
区
三
好
町
七
番
地

創
業

慶
応
四
年
八
月
二
十
三
日

生
国
ハ
武
蔵
入
間
郡
横
沼
村
ニ
シ
テ
、
幼
ニ
シ
テ
父
ニ
従
ヒ
江
戸
ニ
出
デ
、

十
二
歳
ニ
シ
テ
書
店
浅
倉
屋
久
兵
衛
ノ
店
員
ト
ナ
リ
、
貸
本
部
ニ
勤
続
ス

ル
コ
ト
十
年
、
慶
応
四
年
八
月
独
立
シ
テ
深
川
西
町
ニ
貸
本
業
ヲ
営
ム
。

明
治
二
年
現
在
地
ニ
移
転
シ
、
同
十
八
年
ニ
至
リ
貸
本
業
ヲ
廃
シ
書
籍
出

版
及
取
次
販
売
ヲ
開
始
ス
。

明
治
二
十
五
年
以
降
三
十
一
年
迄
東
京
地
本
彫
画
営
業
組
合
ノ
評
議
員
ニ

当
選
シ
、
翌
三
十
二
年
ヨ
リ
今
日
迄
同
頭
取
ニ
就
任
ス
。
明
治
二
十
七
年

及
三
十
四
年
ニ
東
京
書
籍
出
版
営
業
者
組
合
ノ
協
議
員
ニ
当
選
シ
、
同
三

十
五
年
ヨ
リ
今
日
迄
東
京
書
籍
商
業
組
合
ノ
評
議
員
ニ
当
選
ス
。
別
ニ
聚

栄
堂
ノ
商
号
ヲ
併
用
ス
。

父
に
連
れ
ら
れ
江
戸
へ
出
て
き
た
一
二
歳
の
大
川
屋
は
、
書
肆
浅
倉
屋
吉
田
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久
兵
衛
の
も
と
で
奉
公
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
浅
倉
屋
は｢

浅
倉
屋
書
店｣

の

名
で
現
在
も
営
業
を
続
け
て
い
る
古
本
業
界
の
老
舗
で
あ
り
、
そ
の
創
業
は
貞

享
・
元
禄
年
間
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
川
屋
が
奉
公
し
て
い
た
の
は
、
文
積

と
号
し
た
八
代
目
久
兵
衛
の
時
代
で
あ
っ
た

(

�)

。｢

貸
本
部
ニ
勤
続
ス
ル
コ
ト
十

年｣

と
あ
る
よ
う
に
、
浅
倉
屋
は
古
本
業
の
み
な
ら
ず
貸
本
業
、
そ
れ
に
加
え

て
出
版
業
も
行
っ
て
い
る
。
貸
本
業
に
つ
い
て
は
史
料
や
記
録
が
残
っ
て
お
ら

ず
不
明
な
点
が
多
い
も
の
の
、
木
更
津
市
立
図
書
館
蔵『

真
書
太
閤
記』

巻
一

九
・
二
〇
に
押
捺
さ
れ
た
貸
本
印(｢

浅
草

東
仲
浅
倉｣)

か
ら
、
そ
の
営
業
時
期
は

浅
草
東
仲
町
に
店
を
構
え
て
い
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

浅
倉
屋
貸
本
部
で
の
奉
公
後
、
独
立
し
深
川
で
貸
本
屋
と
し
て
歩
み
始
め
た

の
が
、
大
川
屋
の
書
肆
と
し
て
の
第
一
歩
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
深

川
時
代
は
一
年
半
ほ
ど
と
短
く
、
す
ぐ
に
浅
草
三
好
町
へ
と
移
っ
て
い
る
。
三

好
町
移
転
後
の
大
川
屋
は
、
往
時
の
貸
本
屋
を
偲
ぶ
回
想
に
名
を
み
せ
る
ほ
ど

奮
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
坪
内
逍
遙
は｢

東
京
の
貸
本
屋
で
、
明
治
以
後
に

名
を
知
ら
れ
て
ゐ
た
主
な
の
は
、
先
づ
、
芝
の
長
門
屋
、
本
所
相
生
町
の
三
又
、

牛
込
山
伏
町
の
池
清
、
聖
堂
脇
の
伊
勢
屋
、
市
ヶ
谷
の
村
田
、
浅
草
の
大
河

(

マ
マ)

屋

な
ぞ｣ (

�)

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
俳
人
岡
野
知
十
も｢

本
所
の
上
総
屋
、
浅
草
の

大
川
屋
、
牛
込
の
池
田
屋
こ
れ
な
ん
か
が
先
づ
貸
本
屋
と
し
て
大
き
く
や
つ
て

ゐ
た
店
だ
ら
う｣

と
そ
の
名
を
あ
げ
て
い
る

(

�)

。

鈴
木
圭
一
氏
は
、
所
蔵
す
る
大
川
屋
旧
蔵
本(『

実
生
儀
談』

『

元
正
間
記』

『

花
筐』
『

処
女
七
種』

『

大
岡
仁
政
録』

『

花
暦
封
じ
文』)

を
紹
介
し
、
大
川

屋
の｢

出
版
物
お
よ
び
商
法
も
貸
本
屋
と
し
て
の
実
地
が
活
か
さ
れ
て
い
る｣

と
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。
鈴
木
氏
所
蔵
本
に
よ
れ
ば
、
大
川
屋
は
自
身
の
蔵
書
に

｢

大
川
屋
錠
吉｣

も
し
く
は｢

本
錠｣

と
い
う
貸
本
印
を
捺
し
、
書
籍
の
表
紙

に｢

浅
草
三
好
町
／
七
番
地
／
大
川
屋
錠
吉｣

と｢

亀
印｣

あ
る
い
は｢

梅
印｣

の
字
が
印
刷
さ
れ
た
票
を
貼
付
し
て
い
る
。
架
蔵
す
る
為
永
春
水
作『

天
竺

得
瓶
仙

蛙
奇
録』

巻
之
三
に
も
、｢

本
錠｣

印
と｢

浅
草
三
好
町
／
七
番
地
／
大
川
屋
錠

吉｣

の
票
を
確
認
で
き
る(

【
図
１
】【
図
２
】)

。
架
蔵
本
に
貼
付
さ
れ
た
票
に

は｢�

印｣

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
旧
蔵
本
か
ら
み
る
限
り
、
大
川
屋
は
鶴
亀

や
松
竹
梅
と
い
っ
た
分
類
の
も
と
、
読
本
・
人
情
本
・
実
録
な
ど
近
世
期
に
出

版
も
し
く
は
筆
写
さ
れ
た
と
思
し
い
蔵
書
を
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
大

川
屋
は
、
牛
込
の
池
田
屋
清
吉
同
様
、
昔
な
が
ら
の
背
負
い
の
貸
本
屋
で
あ
っ

た
と
い
う

(

�)

。
蔵
書
内
容
だ
け
で
な
く
営
業
形
態
も
旧
来
の
貸
本
屋
そ
の
も
の
で

あ
る
。
現
時
点
で
大
川
屋
旧
蔵
の
講
談
本
や
小
説
類
を
確
認
で
き
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
形
の
営
業
は
貸
本
業
を
廃
す
る
ま
で
変
わ
ら
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『

概
歴』

に
よ
れ
ば
、
大
川
屋
は
明
治
一
八
年(

一
八
八
五)

に
貸
本
屋
か
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ら｢
書
籍
出
版
及
販
売
取
次｣

に
転
じ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は

検
討
を
要
す
る
。『

商
人

名
家
東
京
買
物
独
案
内』

(

上
原
東
一
郎
、
明
治
二
三
年

〈
一
八
九
〇
〉)

で｢

稗
史

小
説
出
版
販
売
所｣

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確

か
に
明
治
二
三
年
の
段
階
で
大
川
屋
は｢

書
籍
出
版
及
販
売
取
次｣

を
始
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
明
治
一
八
年
ご
ろ
か
ら
ボ
ー
ル
表

紙
本
を
中
心
と
す
る
書
籍
の
売
捌
書
肆
と
し
て
、
大
川
屋
の
名
は
散
見
す
る
よ

う
に
な
る
。
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
次
第
に
出
版
・
販
売
・
取
次
へ
参
入
し

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
一
方
で
、『

日
本
紳
士
録』

第
一
版(

交
詢
社
、

明
治
二
二
年
〈
一
八
八
九
〉)

や
同
第
二
版(

交
詢
社
、
同
二
五
年
〈
一
八
九

二
〉)

、
賀
集
三
平
編

『

東
京
諸
営
業
員
録』

(

賀
集
三
平
、
同
二
七
年

〈
一
八
九
四
〉)

で
は
、
い
ず
れ
も
大
川
屋
を｢
貸
本
屋｣

あ
る
い
は｢

貸
本

商｣

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
論
拠
は
不
明
な
が
ら
沓
掛
伊
左
吉
氏
も｢

大
川
貸

本
店
は
、
貸
本
の
か
た
わ
ら
軍
記
、
実
録
物
、
通
俗
小
説
の
出
版
を
兼
ね
な
が

ら
、
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
に
は
貸
本
業
を
切
り
捨
て
て
、
出
版
屋
へ
転
業
し
、

自
家
刊
行
書
を
も
っ
て
貸
本
問
屋
と
し
て
大
を
な
し
た｣

と
述
べ
て
い
る

(

�)

。
大

川
屋
は
書
籍
の
出
版
・
販
売
・
取
次
を
し
な
が
ら
も
、
し
ば
ら
く
の
間
は
貸
本

業
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。『

日
本
紳
士
録』

第
三
版(

交
詢
社
、
明
治
二

九
年
〈
一
八
九
六
〉)

で｢

書
籍
商｣

と
さ
れ
て
以
降
は｢

貸
本
屋(

貸
本
商)｣

と
記
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
貸
本
業
を
廃
し
た
の
は
お
そ
ら
く
明
治
二
八
年
ご

ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
も
の
の
、
明
治
二
〇
年
代
の
大
川
屋
は
他
書
肆
か

ら
の
求
版
本
を
中
心
に
出
版
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
活
動

の
陰
で
、
貸
本
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た
点
は
大
川
屋
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
な
貸
本
業
界
の
変
容
の
一
部
始
終
を
、
大
川
屋
は
出
版
・

販
売
・
取
次
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
貸
本
屋
と
し
て
目
の
当
た
り
に
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
書
籍
を
供
給
す
る
側
・
供
給
さ
れ
る
側
と
い
う
二
つ
の
視
点
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
大
川
屋
は
、
日
々
刻
々
と
変
わ
り
ゆ
く
世
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
書
籍
に
需
要
が
あ
る
か
を
い
ち
早
く
知
り
、
そ
れ
ら
を
供
給
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
貸
本
問
屋
と
し
て
躍
進
を
遂
げ
ら
れ
た
一

つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�


貸
本
屋
を
営
み
な
が
ら
、
大
川
屋
は
出
版
業
へ
と
乗
り
出
し
て
い
く
。
そ
の

時
期
は『

概
歴』

記
載
の
明
治
一
八
年
よ
り
も
早
い
。
架
蔵
す
る
著
編
者
不
詳

の『

敵
討
鶯
塚
美
談』

(

大
川
錠
吉
、
明
治
一
九
年
〈
一
八
八
六
〉)

に
は
、

大
川
屋
の
蔵
版
目
録
が
附
載
さ
れ
て
い
る(

【
図
３
】)

。
本
書
は
明
治
一
九
年

二
月
廿
五
日
出
版
御
届
、
同
年
四
月
刻
成
の
水
野
幾
太
郎
版『

今
古

実
録
敵
討
鶯
墳

美
談』

に
、
異
な
る
序
文
を
附
し
本
文
を
全
て
組
み
直
し
た
求
版
本
で
あ
る
。

蔵
版
目
録
記
載
の『

古
代

錦
�

集
古
図
譜』

『

女
用
文
宝
箱』

『

当
世
女
用
文』

『

早
引

塵
劫
記』

『

売
買
往
来』

『

消
息
往
来』

『

十
五
い
ろ
は』

『

紋
帳
雛
形』

『

一
寸

用
文』

『

手
品
種
本』

『

冨
士
見
十
三
州
輿
地
全
図』

『

日
本
道
中
細
見
図』

『

日

本
府
県
全
図』

『

日
本
之
図』

『

東
京
図』

『

東京
区
分
全
図』

は
、
多
く
が
明
治

一
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
、
大
川
屋
が
早
い
段
階
で
携
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
出
版

物
で
あ
る
。

こ
の
蔵
版
目
録
や
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
現
時
点
で
確
認
で
き
た
明
治
一
〇

年
代
の
出
版
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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明
治
一
二
年(

一
八
七
九)

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門

※
大
川
屋
錠
吉
と
の
相
版

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門

※
大
川
屋
錠
吉
と
の
相
版

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
瀬
山
直
治
郎

明
治
一
三
年(

一
八
八
〇)

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
 

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
瀬
山
直
次
郎

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
 

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
瀬
山
直
次
郎

!
"
#
$
�
�
%
&
�
�
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
出
版
兼
発
売
人
〉
瀬
山
直
次
郎

!
"
#
$
�
�
'
(
�
)
�
�
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
出
版
兼
発
売
人
〉
瀬
山
直
次
郎

*
+
,
-
�
�
,
.
/
0
�
�
�

〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
大
川
錠
吉

〈
発
売
書
肆
〉
高
梨
弥
三
郎

明
治
一
四
年(

一
八
八
一)

!
"
#
$
�
�
1
2
3
4
5
6
�
�
�

〈
刊
行
者
〉
大
川
錠
吉
〈
刊
行
兼
発
鬻
者
〉
瀬
山
直
次
郎

7
8
9
:;
<
=
>?
�
@
A
B
C
D
E
3
F
G
�
�
H

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
高
梨
弥
三
郎

7
8
<
=
�
�
1
�
I
J
K
L
M
3
N
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
売
捌
〉
高
梨
弥
三
郎
ほ
か
七
六
書
肆

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
O
 

〈
刊
行
者
〉
大
川
錠
吉
〈
刊
行
兼
発
鬻
〉
瀬
山
直
次
郎

P
7
Q
R
�
�
S
7
T
U
+
�
V
W
X
Y
Z
�
�
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎

P
7
Q
R
�
�
S
7
T
U
+
�
V
W
X
Y
Z
�
�
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎

P
7
Q
R
�
�
S
7
T
U
+
�
V
W
X
Y
Z
�
O
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎

*
+
,
-
�
�
,
.
/
0
�
�
�
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〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
高
梨
弥
三
郎

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
大
川
錠
吉

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
売
捌
〉
高
梨
弥
三
郎
ほ
か
七
書
肆

明
治
一
五
年(
一
八
八
二)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
高
梨
弥
三
郎

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
高
梨
弥
三
郎

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


〈
出
版
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
高
梨
弥
三
郎

�
�
�
��
�
�
�
�
 
!
"
#
�
�
�
�
$
�
%
&

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
人
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎

'
�
(
)
�
�
*
�
+
,
�
-
.
/
0
1
2
�
�


〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
書
肆
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎

'
�
(
)
�
�
*
�
+
,
�
-
.
/
0
1
2
�
�


〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉
〈
発
売
書
肆
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎

明
治
一
六
年(

一
八
八
三)

'
�
(
)
�
�
*
�
+
,
�
-
.
/
0
1
2
�
�


〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

〈
売
捌
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎
ほ
か
五
書
肆

�
3
4
5
�
�
6
7
8
9
:
	


�
;
<
�


※
求
版
本

〈
書
肆
〉
大
川
錠
吉

〈
売
捌
〉
武
田
伝
右
衛
門
・
高
梨
弥
三
郎
ほ
か
五
書
肆

=
3
4
>
�
�
?
@
�
�
;
<
�


※
求
版
本

〈
書
肆
〉
大
川
錠
吉

A
B
C
D
E
F
�
�G
H
I
J
K
�
;


〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

明
治
一
七
年(

一
八
八
四)

�
*
	
L
M
N
�
O
P
Q
R
�

〈
編
輯
兼
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

�
�
O
S
T
U
V
W
X
Y
Z
[
�
	
\
]
^
P
Q
R
�

〈
編
輯
兼
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

�
*
	
L
Y
Z
�

〈
編
輯
兼
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

明
治
一
八
年(

一
八
八
五)

_
L
`
a

�
b
c
d
e
;
f
T
c
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

〈
売
捌
〉
瀬
山
直
次
郎
・
武
田
伝
衛
門
ほ
か
四
七
書
肆

明
治
一
九
年(

一
八
八
六)

g
h
i
j
k

�
l
m
T
n
�
`
o
p
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

*
q
r
s

�
t
u
J
K
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

�
�
�
�

�
vw
x
y
z
{
�
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〈
出
版
者
〉
大
川
錠
吉

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

※
求
版
本

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

�
�
�
�
�
�
�

	

�
�
�
�
�

〈
出
版
人
〉
大
川
錠
吉

単
独
で
は
な
い
に
せ
よ
、
明
治
一
二
年
か
ら
す
で
に
大
川
屋
は
出
版
に
携
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
一
〇
年
代
の
出
版
物
に
は
相
版
が
よ
く
み
ら
れ

る
が
、
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
求
版
と
大
川
屋
単
独
の
も
の
も
現
れ
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
後
半
に
は
地
図
類
の
出
版
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
ら
も
お
そ
ら
く

求
版
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
出
版
に
関
わ
る
人
物
に
注
目
し
て
み
る
と
、
武
田
伝

右
衛
門
・
瀬
山
直
次(

治)

郎
・
高
梨
弥
三
郎
ら
の
名
が
頻
出
し
て
い
る
。
次

に
こ
れ
ら
の
人
物
を
取
り
上
げ
る
な
か
で
、
明
治
一
〇
年
代
に
お
け
る
大
川
屋

の
動
向
を
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
は
高
梨
弥
三
郎
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
先
の
一
覧
で
高
梨
弥
三
郎
の
名

が
最
初
に
見
え
る
の
は
、
大
川
屋
が
武
田
伝
右
衛
門
と
の
相
版
で
出
版
し
た
松

村
春
輔
著『

春
風
日
記』

初
編
の
発
売
書
肆
と
し
て
で
あ
る
。
所
在
地
は
浅
草

区
新
福
井
町
。
前
田
健
次
郎
編『

郵
便
葉
書
一
寸
用
文』

(

高
梨
弥
三
郎
、
明

治
一
二
年
〈
一
八
七
九
〉)

の
見
返
し
に
、｢

明
十
堂｣

と
い
う
堂
号
を
確
認

で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
創
業
は
明
治
一
〇
年(

一
八
七
七)

だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
後
に
こ
の
堂
号
は｢

十｣

を｢

輯｣

に
改
め
た｢

明
輯
堂｣

と
な
っ
て

い
る
。
明
治
一
四
年(

一
八
八
一)

に
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
東
京
書
林
組
合

に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

(

�)

。

高
梨
弥
三
郎
の
早
期
の
出
版
物
は
、
明
治
一
一
年(

一
八
七
八)

刊
の『

洋

算
独
稽
古』

で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
出
版
を
続
け
て
い
る

が
、
そ
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
明
治
二
六
年(

一
八
九
三)

刊
の
戸
川

耕
城
著『

万
民

必
携
安
全
儲
蓄
法』

は
、
発
行
所
が｢

高
梨
東
神
堂｣

、
発
行
者
が

｢

高
梨
弥
三
郎｣

だ
が
、
所
在
地
は
い
ず
れ
も｢

神
戸
市
下
山
手
通
七
丁
目
二

百
八
十
六
番
地｣

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
神
戸
の
高
梨
弥
三
郎
が
同
一
人
物
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
業
界
内
で｢

神
戸
落
ち｣

と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
の
早

い
例
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

(

�)

。
仮
に
こ
こ
で
は
両
者
を
同
一
人
物
と
す
る
。
そ

の
後
、
代
が
か
わ
っ
た
後
も
神
戸
で
営
業
を
続
け
て
い
た
よ
う
だ
が
、
大
正
一

四
年(

一
九
二
五)

に
は
閉
店
し
て
い
る

(

�)

。

大
川
屋
は
明
治
一
四
年(

一
八
八
一)

に
岡
田
良
策
編『

明
治

文
雅
都
鄙
人
名
録』

を
刊
行
す
る
。
そ
の
売
捌
書
肆
一
覧
に
は
七
七
も
の
書
肆
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

が
、
末
尾
に
名
の
み
え
る
の
は
高
梨
弥
三
郎
で
あ
る
。
同
年
に
出
版
さ
れ
た
岡

田
良
策
編『

近
世
名
婦
百
人
撰』

の
売
捌
に
は
山
中
市
兵
衛
・
水
野
慶
次
郎
・

石
川
治
兵
衛
・
山
口
藤
兵
衛
・
山
中
孝
之
助
・
山
中
喜
太
郎
・
稲
田
佐
兵
衛
な

ど
当
時
の
東
京
に
お
け
る
有
力
書
肆
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
末
尾

は
高
梨
弥
三
郎
と
な
っ
て
い
る
。
大
川
屋
は
明
治
一
四
年
の
段
階
で
は
東
京
書

林
組
合
・
東
京
地
本
錦
絵
営
業
者
組
合
の
い
ず
れ
に
も
加
盟
し
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
当
初
流
通
等
は
高
梨
弥
三
郎
に
な
ん
ら
か
の
形
で
頼
っ
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
明
治
一
五
年(

一
八
八
二)

一
月
一
八
日
の『

読
売

新
聞』
二
〇
九
四
号
に
掲
載
さ
れ
た『

近
世
名
婦
百
人
撰』

の
広
告
に｢

但
遠

国
よ
り
御
注
文
ハ
定
価
の
金
御
届
次
第
郵
送
致
候
事｣

、
ま
た
同
年
三
月
三
日

の
同
紙
二
一
三
一
号
掲
載『

明
治

文
雅
都
鄙
人
名
録』

の
広
告
に｢

但
本
編
出
来
の
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上
御
求
め
の
君
ハ
定
価
金
三
十
五
銭
御
届
次
第
郵
税
持
に
て
御
逓
送
申
上
候
也｣

と
あ
る
よ
う
に
、
大
川
屋
は
郵
便
を
使
っ
て
遠
国
の
顧
客
と
繋
が
っ
て
い
た
。

必
ず
し
も
高
梨
弥
三
郎
や
ほ
か
の
有
力
書
肆
に
頼
ら
な
い
流
通
網
も
保
持
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

さ
て
、
大
川
屋
は
高
梨
弥
三
郎
が
刊
行
し
た
書
籍
の
蔵
版
な
ど
を
受
け
継
い

で
い
る
。
た
と
え
ば
、
武
田
伝
右
衛
門
が
出
版
人
、
高
梨
弥
三
郎
が
発
売
人
と

し
て
明
治
一
四
年(

一
八
八
一)

に
刊
行
さ
れ
た
高
畠
藍
泉
編『

近
世
四
大
家

画
譜』

に
は
、
発
売
人
の
部
分
だ
け
が
大
川
屋
の
名
に
埋
木
さ
れ
て
い
る
版
が

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
福
城
駒
太
郎
編『
和
漢
読
史
玉
篇』

は
も
と
も
と
高
梨
弥

三
郎
が
明
治
一
五
年(

一
八
八
二)

に
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
大
川

屋
が『

新
撰
明
治
玉
篇』

と
改
題
し
、
明
治
一
九
年(

一
八
八
六)

に
刊
行
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
川
屋
は
発
売
人
も
し
く
は
出
版
人
が
高
梨
弥
三
郎

で
あ
っ
た
書
籍
の
権
利
を
後
に
得
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
高
梨
弥
三
郎
が
何
ら

か
の
理
由
に
よ
り
神
戸
へ
移
る
際
に
、
彼
の
持
つ
書
籍
の
一
部
を
大
川
屋
が
求

版
、
も
し
く
は
高
梨
自
身
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
偏
に

両
者
が
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
が
故
で
あ
ろ
う
。

次
に
瀬
山
直
次
郎
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
瀬
山
直
次
郎
が
大
川
屋
の
出
版
物

に
名
を
み
せ
る
の
は
、
明
治
一
二
年(

一
八
七
九)

刊
の
井
沢
保
治
編『

対
山

画
譜』

の
発
売
人
と
し
て
で
あ
る
。
所
在
地
は
大
川
屋
や
高
梨
弥
三
郎
と
同
じ

浅
草
区
の
蔵
前
片
町
。
明
治
一
四
年
時
、
東
京
書
林
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
。
瀬
山
直
次
郎
は『

対
山
画
譜』

や『

漢
画
指
南』

初
・
二

集
な
ど
美
術
関
係
の
書
籍
を
多
く
手
掛
け
て
い
る
が
、
そ
の
本
業
は
セ
ド
リ
で

あ
っ
た
。

『

東
京
古
書
組
合
五
十
年
史』

は
、
当
時
目
利
き
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
求

古
堂
松
崎
半
造
の
弟
で
あ
り
、
明
治
一
〇
年
代
に
名
の
知
ら
れ
て
い
た
セ
ド
リ

と
し
て
瀬
山
直
次
郎
を
紹
介
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
セ
ド
リ
に
つ
い
て
は
、
小
林
善

八
著『

日
本
出
版
文
化
史』 (

�)

に
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。

此
年
、
警
視
庁
は
古
物
商
取
締
令
を
発
布
さ
れ
た
、
そ
の
当
時
の
書
店
は

多
く
新
古
書
を
取
扱
つ
た
。
古
本
商
の
取
締
を
銀
座
三
丁
目
の
稲
田
政
吉

が
指
定
さ
れ
取
扱
ふ
事
に
な
り
、
同
店
に
て
古
物
商
の
鑑
札
を
出
し
た
、

手
数
料
は
一
件
弐
拾
銭
。
こ
の
古
物
商
の
取
締
が
頗
る
厳
重
に
な
つ
た
の

で
、
新
古
書
店
漸
次
分
離
し
専
門
に
傾
い
た
。
古
本
仲
買
人
は
団
体
を
つ

く
る
事
に
な
り
、
長
尾
文
蔵
、
大
屋
房
太
郎

(

マ

マ

)

等
が
幹
事
と
な
り
三
十
人
ほ

ど
の
一
団
と
な
つ
た
、
こ
の
古
本
仲
買
人
を｢

せ
ど
り｣

と
云
つ
た
。
こ
の

一
団
に
は
仁
義
が
あ
つ
て
下
駄
は
履
か
ず
泥
鱒
草
履
ば
き
で
風
呂
敷
を
背

負
ひ
、
先
に
店
に
入
つ
た
者
が
風
呂
敷
を
開
け
ぬ
内
は
、
後
か
ら
這
入
つ

た
者
は
決
し
て
開
け
ぬ
と
云
ふ
習
慣
で
あ
つ
た
。
そ
の
店
先
へ
は
腰
を
下

さ
ず
か
ゞ
ん
で
商
ひ
を
し
た
、
こ
の
糶
取
の
事
を
俗
に
風
呂
敷
と
云
つ
た
。

古
本
仲
買
人
の
別
称
が
セ
ド
リ
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
セ
ド
リ
に
は
団
体
、
つ

ま
り
組
合
が
あ
っ
た
こ
と
と
そ
の
商
習
慣
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
反

町
茂
雄
氏
は
端
的
に
セ
ド
リ
を｢

一
般
の
お
客
は
相
手
と
せ
ず
、
同
業
者
間
で

の
売
買
に
よ
る
利
鞘
か
せ
ぎ
を
主
な
仕
事
と
す
る
人
々｣

と
し
、
彼
ら
が
日
本

橋
・
京
橋
・
浅
草
広
小
路
の
古
本
屋
を
相
手
に
営
業
し
て
い
た
と
し
て
い
る

(

�)

。

浅
倉
屋
は
古
物
商
条
例
発
布
後
、
結
成
さ
れ
た
仲
買
、
つ
ま
り
は
セ
ド
リ
の
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組
合
の
幹
事
の
一
人
と
し
て
、
瀬
山
直
次
郎
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
組

合
の
設
立
に
関
す
る
文
書
は
現
代
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。
橋
口
候
之
介
氏
が
紹

介
し
て
い
る
文
書(

大
屋
書
房
纐
纈
公
夫
氏
所
蔵)

が
そ
れ
で
あ
る
。

古
本
商
仲
買
設
立

古
本
仲
買
ノ
者
是
迄
数
年
御
店
方
ノ
御
蔭
ヲ
以
テ
渡
世
仕
居
候
処
、
今
般

売
買
御
規
則
厳
重
ノ
御
布
告
ニ
付
、
町
名
番
地
不
明
ニ
テ
ハ
御
取
引
ニ
御

疑
念
有
之
候
ト
存
ジ
、
左
ノ
人
名
協
議
ノ
上
仲
買
同
盟
取
結
、
町
名
番
地

相
認
メ
差
上
置
キ
不
都
合
無
之
様
売
買
仕
候
。

一
品
物
御
買
入
ニ
相
成
候
節
ハ
必
ズ
御
帳
面
ヘ
目
録
相
認
メ
、
左
ノ
印
章

ヲ
以
テ
証
ト
仕
候
。
右
品
物
ニ
付
、
万
一
苦
情
有
之
候
節
ハ
御
報
知
次
第
、

本
人
罷
出
御
迷
惑
無
之
様
為
致
可
申
候
間
、
是
迄
通
御
疑
念
ナ
ク
御
取
引

願
上
候
也
。従

二
月
至
四
月
々
番

長
尾
銀
次
郎

幹

横
尾
卯
之
助

従
五
月
至
八
月
々
番

小
林
米
造

事

岩
田
七
五
郎

従
九
月
至
十
二
月
々
番

高
木
和
助

瀬
山
直
次
郎

結

合

人

名

神
田
五
軒
町

精
板
会
社
林
安
之
助
印
行(

�)

古
物
商
取
締
令
に
よ
り
、
売
買
規
則
が
厳
し
く
な
り
、
仲
買
人
の
所
在
す
る

町
名
番
地
が
不
明
で
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
長
尾
銀
次
郎
・
横
尾
卯
之
助
・

小
林
米
造
・
岩
田
七
五
郎
・
高
木
和
助
・
瀬
山
直
次
郎
の
六
人
で
協
議
の
上
、

仲
買
同
盟(

セ
ド
リ
の
組
合)

を
取
り
結
び
、
そ
の
同
盟
に
所
属
す
る
者
た
ち

の
町
名
番
地
を
認
め
、
不
都
合
な
く
取
引
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
幹
事

は
三
期
に
わ
け
て
交
代
で
当
番
を
担
っ
て
い
た
よ
う
で
、
瀬
山
直
次
郎
は
九
月

か
ら
一
二
月
ま
で
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
瀬
山
直
次
郎
は
美
術
関
係
の
書
籍
を
出
版
す
る
だ
け
で
な
く
、

組
合
の
幹
事
を
務
め
る
ほ
ど
の
セ
ド
リ
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
セ
ド
リ
の
瀬
山
直
次

郎
と
大
川
屋
が
繋
が
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
出
版
物
か
ら
は
浮
か
び
上
が
っ

て
こ
な
い
。
だ
が
、
後
述
す
る
武
田
伝
右
衛
門
が
両
者
の
間
に
介
在
し
て
い
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
高
梨
弥
三
郎
・
瀬
山
直
次
郎
の
両
人
は
、
い
ず
れ
も
浅
草
区

の
者
で
、
大
川
屋
か
ら
す
れ
ば
近
隣
に
い
た
同
業
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大

川
屋
の
当
初
の
活
動
が
、
同
じ
浅
草
区
の
書
籍
業
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
様
子
を
こ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
の
明
治
一

〇
年
代
の
出
版
物
の
一
覧
で
際
立
っ
て
い
た
の
は
武
田
伝
右
衛
門
と
い
う
存
在

で
あ
っ
た
。
次
に
こ
の
人
物
に
着
目
し
て
み
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

武
田
伝
右
衛
門
は
、
屋
号
を｢

大
島
屋｣

と
い
う
。
文
化
年
間
か
ら
大
正
ま

で
営
業
し
て
い
た
書
肆
で
あ
り
、
現
時
点
で
初
代
か
ら
三
代
目
ま
で
の
伝
右
衛

門
を
確
認
で
き
て
い
る
。
拙
稿｢｢

中
本｣

受
容
と
大
島
屋
伝
右
衛
門
―
版
元
、
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そ
し
て
貸
本
問
屋
と
し
て
―｣

よ
り
、
歴
代
伝
右
衛
門
の
略
歴
を
次
に
示
す
。

初

代
…
天
保
の
改
革
で
処
罰
を
受
け
る
。
安
政
三
年
没
。

二
代
目
…
幼
名｢

安
次
郎｣

。
か
つ
て
丁
子
屋
平
兵
衛
方
で
奉
公
。
初

代
の
死
没
に
よ
り
、
安
政
三
年
に
二
代
目
伝
右
衛
門
と
な
る
。

大
正
九
年
没
か
。

三
代
目
…
通
称｢
政
吉(

正
吉)｣

。
二
代
目
伝
右
衛
門
の
長
子
。
浅
倉

屋
久
兵
衛
方
で
奉
公
の
後
、
三
代
目
伝
右
衛
門
と
な
る
。
明

治
年
間
中
に
死
没
か
。

(

�)

明
治
一
〇
年
代
に
は
、
二
代
目
と
三
代
目
が
存
命
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、

特
に
大
川
屋
と
関
わ
り
が
深
い
の
は
、
同
じ
く
浅
倉
屋
で
奉
公
し
て
い
た
経
歴

を
持
つ
武
田
政
吉
こ
と
三
代
目
伝
右
衛
門
で
あ
る

(

�)

。

多
く
の
書
籍
を
共
に
出
版
し
て
い
る
大
川
屋
と
三
代
目
伝
右
衛
門(

以
下
、

大
島
屋)

だ
が
、
二
〇
年
代
以
降
も
両
者
は
近
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、｢

明
治
廿
四
年
十
月
廿
五
日
印
刷
／
仝
年
十
月
廿
七
日
出
版｣

の
奥
付
を
持
つ
求
版
本『

風
来
六
々
部
集
後
編』

は
、
著
作
者
が｢

武
田
正
吉｣
、

発
行
者
兼
印
刷
人
が｢

武
田
伝
右
エ
門｣

と
な
っ
て
い
る
。
前
者
が
三
代
目
、

後
者
が
そ
の
父
二
代
目
で
あ
る
。
な
お
、
同
様
の
奥
付
は『

明
治
玉
簾
集』

を

改
題
改
修
し
た『

俳
諧
新
五
百
題』

に
も
み
え
る
。
お
そ
ら
く
、
大
島
屋
も
し

く
は
大
川
屋
が
求
版
し
た
書
籍
に
附
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
奥
付
な
の
で
あ
ろ
う
。

｢

明
治
十
五
年
八
月
廿
八
日
板
権
免
許
／
同
廿
九
年
十
月
二
日
求
版｣

の
奥
付

を
持
つ
松
岡
正
盛
画『

漢
画
独
楽
譜』

が
示
す
と
お
り
、
少
な
く
と
も
明
治
二

九
年
ま
で
両
者
の
こ
う
し
た
関
係
性
は
継
続
し
て
い
る
。

【
図
４
】
は
、
架
蔵
す
る『

人
相
独
稽
古』

下
巻
に
附
載
さ
れ
た
広
告
で
あ

る
。
こ
ち
ら
の
広
告
も
先
ほ
ど
の
奥
付
同
様
、
求
版
さ
れ
た
書
籍
に
附
載
さ
れ

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、｢

和
漢
書
籍
専
売
古
本
買
入
所｣

と
あ
る
点
が

興
味
深
い
。
こ
の
広
告
は『

人
相
独
稽
古』

の
ほ
か
に
も
、
次
に
書
名
を
あ
げ

る
書
籍
の
後
印
本
に
も
み
ら
れ
る
。

中
田
潜
竜
子
編『

楽
焼
秘
�』

(

元
文
元
年
〈
一
七
三
六
〉
刊)

墨
�
斎
編『

笑
府』

(

明
和
五
年
〈
一
七
六
八
〉
刊)

風
来
山
人
訳『

刪
笑
府』

(

安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉
刊)

皆
川
淇
園
著『

老
子
繹
解』

(

寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉
刊)

池
永
栄
春
撰『

訂正

篆
書
字
引』

(

享
和
二
年
〈
一
八
〇
二
〉
序)

石
川
雅
望
著『
都
の
手
ふ
り』

(

文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
刊)

23

�������	�
���

�������������



市
河
米
庵
述『

米
庵
墨
談』

正
編(

文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊)

醉
菴
其
成
・
其
獨
亭
忍
雪
輯『

蕪
村
翁
文
集』

(

文
化
一
三
年
〈
一
八
一
六
〉
刊)

市
河
米
庵
述『

米
庵
墨
談』

続
編(

文
政
一
〇
年
〈
一
八
二
七
〉
刊)

藤
原
貞
幹
著『
神
代
宝
器
抄』

(

嘉
永
二
年
〈
一
八
四
九
〉
刊)

塩
谷
世
弘
著『
宕
陰
存
稿』

(

明
治
三
年
〈
一
八
七
〇
〉
刊)

郭
象
注『

荘
子
南
華
真
経』

(

刊
年
不
詳)

村
上
五
雄
校『

人
相
独
稽
古』

(

刊
年
不
詳)

石
梁
撰『

草
字
彙』

(

刊
年
不
詳)

い
ず
れ
も
大
島
屋
も
し
く
は
大
川
屋
、
あ
る
い
は
両
者
が
資
金
を
出
し
求
版

し
た
書
籍
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
前
田
愛
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治

三
〇
年
の
時
点
で
大
川
屋
は
春
陽
堂
に
次
ぐ
出
版
点
数
を
誇
っ
た
が
、
そ
の
大

半
が
ほ
か
の
版
元
か
ら
求
版
し
た
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。
そ
の
求
版
に
必
要
な
資
金

は
、
こ
う
し
た
大
島
屋
と
と
も
に
ま
だ
ま
だ
需
要
の
あ
る
古
い
版
を
入
手
し
、

そ
れ
ら
を
販
売
し
て
得
た
利
益
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
先
の
広
告
に
あ
っ

た｢

和
漢
書
籍
専
売
古
本
買
入
所｣

の
表
記
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
川

屋
と
大
島
屋
の
両
者
は
古
本
業
も
行
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
大
島
屋
は
古
本

業
界
で
は
比
較
的
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。

全
国
で
も
有
数
の
古
本
屋
を
紹
介
し
た｢

明
治
四
十
一
年
の
日
本
全
国
古
本

屋
見
立
番
付

(

�)｣

の
な
か
で
、
大
島
屋
は｢

世
話
方(

市
宿)｣

に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の｢

世
話
方(

市
宿)｣

と
は
、
丸
括
弧
内
の｢

市
宿｣

が
示

す
と
お
り
、
当
時
催
さ
れ
て
い
た
古
書
の
市
の
会
主
を
指
し
て
い
る
。

明
治
期
の
古
書
市
に
つ
い
て
は
橋
口
侯
之
介
氏
の
解
説
が
参
考
に
な
る
。

島
屋
の
市
に
活
気
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
田
中
菊
雄
ら
は
別
に

和
本
を
扱
う
古
書
市
を
開
設
す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
神
田
・
青
柳
亭
の
市

で
あ
る
。
明
治
二
十
年
代
に
は
あ
っ
た
。
田
中
菊
雄
は
屋
号
を
田
菊
書
店

と
い
い
、
万
延
元
年(

一
八
六
〇)

生
ま
れ
で
、
セ
ド
リ
で
生
計
を
立
て

て
い
た
。
明
治
十
年
頃
、
吉
川
半
七(

現
吉
川
弘
文
館)

の
店
で
月
に
一

回
定
市
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
会
主
と
な
っ
た
。
こ
の
市
は
長
続

き
せ
ず
、
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
市
を
作
っ
て
は
廃
止
す
る
と
い
う
変
転

を
経
て
、
伊
藤
福
太
郎
、
武
田
伝
右
衛
門(

大
島
屋)

、
土
井
勝
吉
と
四

人
で
青
柳
亭
に
市
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
盛
ん
な
市
に
な
っ
た
。

大
量
の
売
り
立
て
な
ど
が
あ
る
と
徹
夜
で
続
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
く
ら
い
で
あ
る

(

�)

。

大
島
屋
は
青
柳
亭
に
新
た
な
古
書
の
市
を
開
く
と
と
も
に
、
そ
の
会
主
と
な
っ

た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
青
柳
亭
は
集
会
貸
席
で
あ
り
、
古
本
の

市
以
外
に
も
諸
商
人
の
寄
合
が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た

(

�)

。

南
陽
堂
深
沢
良
太
郎
は｢

旧
派
の
セ
ド
リ
の
親
方
が
あ
っ
て
組
合
が
あ
っ
た
。

田
中
さ
ん
は
話
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
連
名
帳
が
あ
っ
て
皆
セ
ド
リ
に
は
判

が
あ
っ
て
、
同
じ
や
う
な
判
を
い
く
つ
も
拵
え
て
あ
っ
た
も
の
で
す｣

と
回
想

し
て
い
る

(
�)

。｢

セ
ド
リ
の
親
方｣

に
あ
た
る
の
が
、
瀬
山
直
次
郎
を
は
じ
め
と

す
る
先
ほ
ど
の
六
人
で
あ
る
。
連
名
帳
は
、
橋
口
侯
之
介
氏
が
紹
介
し
て
い
る

三
二
名
の
一
覧
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

(

�)

。
そ
の
京
橋
区
の
項
に
は
、｢

武
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田
政
吉
／
弥
左
衛
門
町
十
三
番
地｣

と
あ
る
。
つ
ま
り
大
島
屋
は
、
青
柳
亭
で

催
さ
れ
る
市
を
設
立
し
、
そ
の
会
主
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
セ
ド
リ
の
組
合

に
も
属
す
る
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
組
合
の
一
覧
に
は
、
も
ち
ろ
ん
幹
事
を

務
め
て
い
た
瀬
山
直
次
郎
の
名
も
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
川
屋
と
瀬
山
直
次

郎
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
の
が
、
自
身
も
セ
ド
リ
で
あ
り
、
組
合
に
も
属
し
て

い
た
大
島
屋
で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

大
島
屋
は
瀬
山
直
次
郎
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
だ
け
で
な
く
、
大
川
屋
の
そ

の
後
の
経
営
方
針
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

｢

全
国
の
貸
本
屋
や
絵
草
子
屋
等
が
華
客

(

�)｣

と
さ
れ
る
大
川
屋
同
様
、
大
島

屋
も
近
世
後
期
か
ら
中
本(

滑
稽
本
や
人
情
本)

を
主
に
取
り
扱
う
貸
本
問
屋

で
あ
っ
た
。
同
じ
く
浅
倉
屋
で
奉
公
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
も
共
に
書
籍

を
出
版
・
求
版
し
て
い
た
大
島
屋
に
、
大
川
屋
が
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
自
身
の
貸
本
屋
と
し
て
の
経
験
、
そ
し
て
身
近
な

大
島
屋
の
影
響
に
よ
っ
て
、
大
川
屋
は
貸
本
問
屋
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

大
正
二
年(

一
九
一
三)

刊
の
石
井
研
堂
著『

独
立

自
営
営
業
開
始
案
内』
第
二

編
で
は
、
貸
本
に
供
す
る
東
京
出
来
の
講
談
本
の
仕
入
れ
先
と
し
て
、
大
川
屋

が
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
末
年
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
時
代
に
お
い

て
、
大
川
屋
は
東
京
を
代
表
す
る
貸
本
問
屋
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
躍
進
の
要
因
の
一
つ
が
、
長
ら
く
書
籍
の
出
版
・
取
次
・
販
売

と
並
行
し
て
続
け
ら
れ
て
い
た
貸
本
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
だ

が
、
身
近
に
大
島
屋
と
い
う
存
在
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
大
川
屋
は
貸
本
問

屋
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
大
島
屋
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
大
川

屋
は
貸
本
問
屋
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
や
が
て
は｢

斯
界
の
巨
頭
と
仰
が
れ
巨

万
の
資
産
を
興｣

す
活
躍
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

�
�
�
�

初
代
大
川
屋
錠
吉
に
と
っ
て
の
黎
明
期
は
、
貸
本
業
に
勤
し
み
な
が
ら
、
同

じ
浅
草
区
の
書
肆
高
梨
弥
三
郎
や
瀬
山
直
次
郎
、
同
門
の
三
代
目
大
島
屋
伝
右

衛
門
と
協
力
し
合
い
、
力
を
蓄
え
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
後
の
成

功
は
、
こ
の
時
期
を
経
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
。
明
治
二
八
年
頃
ま
で
続

け
ら
れ
た
貸
本
業
と
、
三
代
目
伝
右
衛
門
と
の
関
係
お
よ
び
彼
か
ら
受
け
た
影

響
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。

前
述
の
と
お
り
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
貸
本
屋
に
は
、
も
う
近
世
の
面
影

は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
貸
本
屋
の
営
業
は
大
川
屋
と
い

う
近
世
的
な
土
壌
の
中
で
生
ま
れ
、
成
長
し
た
書
肆
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
初
代
大
川
屋
錠
吉
の
実
態
を
い

く
ら
か
描
き
だ
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
売
捌
書
肆
と
し
て
の
一
面
や
、

具
体
的
な
流
通
網
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
不
明
瞭
な
部
分
は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
稿
で
述
べ
た
い
。

�

(

１)
拙
稿｢

誠
光
堂
池
田
屋
清
吉
の
片
影
―
文
書
か
ら
み
る
明
治
期
貸
本
屋
の
営
業
と

生
活
―｣

(『
中
央
大
学
国
文』

六
〇
号
、
中
央
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
一
七
年
一
月)

。

(

２)

浅
岡
邦
雄
・
鈴
木
貞
美
編『

明
治
期｢

新
式
貸
本
屋｣

目
録
の
研
究』

(

作
品
社
、

二
〇
一
〇
年)
お
よ
び
浅
岡
邦
雄｢

明
治
期
大
阪
の
貸
本
目
録
―『

学
術
小
説
貸
本

25



目
録』

を
め
ぐ
っ
て
―｣

(『

書
籍
文
化
史』

二
、
二
〇
〇
一
年
一
月)

。

(
３)
藤
島
隆
著『

貸
本
屋
独
立
社
と
そ
の
系
譜』

(

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

一
〇
年)
。

(

４)

浅
岡
邦
雄｢

明
治
期
貸
本
貸
出
台
帳
の
な
か
の
読
者
た
ち
―
烏
山
町
越
雲
巳
之
次

『

貸
本
人
名
帳』
を
め
ぐ
っ
て
―｣

(『

日
本
出
版
史
料
―
制
度
・
実
態
・
人
―』

四
、

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
九
年
三
月)

。

(

５)

拙
稿｢

近
代
金
沢
に
お
け
る
書
籍
受
容
と
春
田
書
店｣

(『

中
央
大
学
国
文』

六
三

号
、
中
央
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月)

。

(

６)

貸
本
問
屋
お
よ
び
大
島
屋
伝
右
衛
門
に
つ
い
て
は
拙
稿｢｢

中
本｣

受
容
と
大
島
屋

伝
右
衛
門
―
版
元
、
そ
し
て
貸
本
問
屋
と
し
て
―｣

(『

近
世
文
藝』

一
〇
九
号
、
日

本
近
世
文
学
会
、
二
〇
一
九
年
一
月)
で
詳
述
し
た
。

(

７)

前
田
愛｢

明
治
初
期
戯
作
出
版
の
動
向
―
近
世
出
版
機
構
の
解
体
―｣

(『

前
田
愛

著
作
集
第
二
巻

近
代
読
者
の
成
立』

筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
所
収
。
初
出
は
一

九
六
三
・
六
四
年)

。

(

８)

柴
野
京
子｢

赤
本
の
近
代｣

(『

書
棚
と
平
台
―
出
版
流
通
と
い
う
メ
デ
ィ
ア』

弘

文
堂
、
二
〇
〇
九
年
所
収
。
初
出
は
二
〇
〇
七
年)

。

(

９)

東
京
書
籍
商
組
合
編『

東
京
書
籍
商
組
合
史
及
組
合
員
概
歴』

(
東
京
書
籍
商
組
合
、

一
九
一
二
年)

。
一
一
二
頁
。

(

10)

講
談
社
、
一
九
六
四
年
。
三
二
〜
三
三
頁
。

(

11)

全
国
出
版
物
卸
商
業
協
同
組
合
、
一
九
八
一
年
。
三
二
〜
三
三
頁
お
よ
び
三
七
頁
。

(

12)

小
川
菊
松
著『

出
版
興
亡
五
十
年』

(

誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
五
三
年)
一
八
四
〜

一
八
七
頁
。

(

13)
『

回
顧
五
十
年

藤
井
誠
治
郎
遺
稿』

(

藤
井
誠
治
郎
遺
稿
刊
行
会
、
一
九
六
二
年)

一
三
〇
〜
一
三
二
頁
。

(

14)

大
川
義
雄｢｢

大
川
文
庫｣

三
〇
〇
点
の
歴
史｣

(

尾
崎
秀
樹
・
宗
武
朝
子
編『

日

本
の
書
店
百
年』

青
英
舎
、
一
九
九
一
年
所
収)

。

(

15)

前
田
・
柴
野
両
氏
は
特
に
注
記
し
て
い
な
い
も
の
の
、
大
川
屋
の
経
歴
に
関
す
る

記
述
は
明
ら
か
に『

概
歴』

を
踏
ま
え
て
い
る
。

(

16)

た
と
え
ば
、
稲
岡
勝
監
修『

出
版
文
化
人
物
事
典』

(

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇

一
三
年)

な
ど
。

(

17)

浅
倉
屋
の
創
業
年
お
よ
び
八
代
目
久
兵
衛
に
つ
い
て
は
浅
倉
屋
吉
田
久
兵
衛｢

和

本
屋
生
活
半
世
紀
の
思
い
出｣

(

反
町
茂
雄
編『

紙
魚
の
昔
が
た
り

明
治
大
正
篇』

八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
所
収)

を
参
照
。

(

18)

坪
内
逍
遙
著『

少
年
時
に
観
た
歌
舞
伎
の
追
憶』

(

日
本
演
芸
合
資
会
社
出
版
部
、

一
九
二
〇
年)

一
〇
七
頁
。

(

19)
｢

紙
魚
の
跡

貸
本
屋
の
巻(

一)｣
(『

読
売
新
聞』

一
八
四
九
〇
号
、
一
九
二
八

年
八
月
二
一
日)

。

(

20)

鈴
木
圭
一｢

明
治
期
二
題｣

(『

書
籍
文
化
史』

二
、
二
〇
〇
一
年
一
月)

。

(

21)

注(

14)

前
掲
書
の
な
か
で｢

そ
の
貸
本
屋
と
い
う
の
は
昔
な
が
ら
の
運
び
の
貸

本
屋
で
す
か
、
そ
れ
と
も
店
を
開
い
た
形
で｣

と
い
う
問
い
に
対
し
、
甥
の
大
川
義

雄
は｢

運
び
ら
し
い
で
す｣

と
答
え
て
い
る
。

(

22)

沓
掛
伊
左
吉｢

貸
本
屋
の
歴
史｣

(『

沓
掛
伊
左
吉
著
作
集
―
書
物
文
化
史
考
―』

八
潮
書
店
、
一
九
八
二
年
所
収
。
初
出
は
一
九
七
一
年)

。

(

23)

弥
吉
光
長｢

明
治
初
年
の
出
版
団
体(

そ
の
一)

―
書
物
問
屋
仲
間
か
ら
東
京
書
籍

出
版
営
業
者
組
合
へ
―｣

(『

弥
吉
光
長
著
作
集
四

明
治
時
代
の
出
版
と
人』

日
外

ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
二
年
所
収
。
初
出
は
一
九
五
三
年)

を
参
照
。
な
お
、
表

記
は｢

高
梨
孫
三
郎｣

と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
東
京
書
林
組
合
お
よ
び
東
京
地
本

錦
絵
営
業
者
組
合
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
本
稿
を
参
照
。

(

24)

注(

13)

前
掲
書
二
二
頁
に｢

小
川
氏(

筆
者
注

小
川
菊
松)

の
次
に
至
誠
堂

か
ら
独
立
し『

主
婦
之
友』

の
創
刊
当
時
一
手
扱
い
を
や
っ
た
、
止
善
堂
原
猛
君
が
、

失
敗
し
て
神
戸
落
ち
し
た
時｣

と
あ
る
。

(

25)

出
版
タ
イ
ム
ス
社
編『

日
本
出
版
大
観』

(

出
版
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
三
一
年)

の

大
阪
盛
文
館
支
店
の
項
に｢

大
正
十
四
年
閉
店
し
た
高
梨
熊
太
郎
氏
経
営
の
店
舗
を

買
収
し
開
設
さ
れ
た｣

と
あ
る
。

(

26)
『

東
京
古
書
組
合
五
十
年
史』

(

東
京
都
古
書
籍
商
業
協
同
組
合
、
一
九
七
四
年)

五
頁
。

(

27)

日
本
出
版
文
化
史
刊
行
会
、
一
九
三
八
年
。
八
八
五
頁
。

(

28)

反
町
茂
雄
著『
蒐
書
家
・
業
界
・
業
界
人』

(

八
木
書
店
、
一
九
八
四
年)

二
三
五
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頁
。

(
29)
注(

17)

前
掲
書
に｢

古
物
商
条
例
発
布
後
、
仲
買
の
人
達
が
申
し
合
わ
せ
、
残

ら
ず
同
じ
小
判
形
の
印
章
に
苗
字
を
入
れ
て
、
品
物
取
引
の
時
は
こ
れ
を
判
取
帳
へ

押
す
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に
は
結
合
の
人
名
三
十
二
人
、
幹
事
が
長
尾
銀
次

郎
さ
ん
・
横
尾
卯
之
助
さ
ん
・
小
林
米
蔵
さ
ん
・
岩
田
七
五
郎
さ
ん
・
高
木
和
助
さ

ん
・
瀬
山
直
次
郎
さ
ん
の
六
人
で
し
た｣

と
あ
る
。

(

30)

橋
口
侯
之
介
著『
江
戸
の
古
本
屋』

(

平
凡
社
、
二
〇
一
八
年)

三
一
三
頁
。

(

31)

注(

６)

前
掲
論
文
。

(

32)

大
川
屋
は
大
島
屋
が
製
剤
・
販
売
し
て
い
た
売
薬｢

処
女
香｣

の
売
弘
所
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
も
両
者
の
関
わ
り
の
深
さ
を
示
す
一
例
と
い
え
よ
う
。
な

お
、
処
女
香
に
つ
い
て
は
拙
稿｢
大
島
屋
伝
右
衛
門
と
池
田
屋
一
統
―
売
薬｢

処
女

香｣

を
端
緒
と
し
て
―｣

(『

出
版
研
究』
五
〇
号
、
日
本
出
版
学
会
、
二
〇
二
〇
年

三
月)

を
参
照
の
こ
と
。

(

33)

注(

７)

前
掲
論
文
。

(

34)
『

古
本
屋』

五
号(

荒
木
伊
兵
衛
書
店
、
一
九
二
八
年
五
月)

所
収
。
こ
の
番
付
は
、

も
と
も
と『

其
中
堂
書
売
書
目』

二
七
号
の
附
録
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在

目
録
そ
の
も
の
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

(

35)

注(

30)

前
掲
書
。
三
一
九
頁
。

(

36)

金
子
春
夢
編『

東
京
新
繁
昌
記』
(

東
京
新
繁
昌
記
発
行
所
、
一
八
九
七
年)

で
は

貸
席
と
し
て｢

○
青
柳
、
○
福
田
屋
、
○
相
模
屋｣

の
三
つ
を
あ
げ
、｢
共
に
集
会
貸

席
に
て
、
外
神
田
仲
町
大
時
計
の
前
に
あ
り
、
書
生
、
商
人
の
寄
合
多
し
、
席
料
一

日
六
十
銭
以
上｣

と
解
説
し
て
い
る
。

(

37)

南
陽
堂
深
沢
良
太
郎｢

明
治
大
正
期
の
セ
ド
リ
に
つ
い
て

そ
の
二
、
洋
本
屋
の

巻｣
(

反
町
茂
雄
編『

紙
魚
の
昔
が
た
り

明
治
大
正
篇』

八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年

所
収)

。

(

38)

注(

30)

前
掲
書
。
三
一
四
頁
。

(

39)

注(

12)

前
掲
書
。
一
八
四
頁
。

�
�
�
�

本
稿
は
第
一
二
回
十
九
世
紀
文
学
研
究
会(

於
法
政
大
学)

で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
科
学
研
究
費
補
助
金

(

特
別
研
究
員
奨
励
費

課
題
番
号：

��������)

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。

(

中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員)
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